
裾野麗峰山の会・長泉さわやかハイキング山行報告書       

文・写真・後藤隆徳 

 

日 時  ２０１２．０５．１２（土） 

山 域  富士山須走口・山岳スキー（生涯１５００回記念登山） 

参加者  後藤隆徳、井上弘二郎、内藤良明、ゲスト・工藤八郎 

標高差  上り 須走口五合目約２０００ｍ～後藤最高到達点約３１００ｍ＝約１１００ｍ 

     下り              〃 

                        １．須走口五合目発 ６：０５ 

朝は快晴だった。今日は私の生涯１５００回登山 

の日。気合いは入っていた。五合目で桐生から馳せ 

参じたスキー仲間の工藤さんと合流。朝１：３０に 

出て来たと言う。工藤さんも気合十分だ。上の駐 

車場脇から出発。２０分も歩くと雪が出てきた。 

今年の富士山は雪が多い。気が付くと私は一人旅 

でグングン上っていた。今日は最後までスキーを 

                          背負う積りで、シール等軽量化してきたので、荷 

                          物は少し軽めだったかも知れない。 

                          

２．標高約２５４０ｍ ７：４０ 

  先行者が５～６名いたが、気が付いたらトップ 

で上っていた。沢から須走口登山道に横断する。 

後続の皆は沢を上っていた。本来は登山道を上る 

  べきだろう。Ｋが先頭でＩが続いていた。今回、 

  初参加のＮは大きく遅れていた。無線機を持参し 

なかったのでＮの様子が不明だった。万が一を 

  考えると、マズイ状況だった。尾根上でしばらく 

様子を観察する。 

しかし、埒が明かないので、ここからＮのところ 

まで、一旦滑って様子を見に行く。標高差で１５ 

 ０ｍほどだろうか。Ｎは遅れてはいたが、元気で問題はなかった。スキーを脱いで再び背負って上り 

  出す。ここからも大きく横断して須走口の尾根を目指した。 

 

                         ３．標高約３１００ｍ １１：００ 

                           携帯が鳴った。Ｉからだった。現在約３０５ 

                           ０ｍで休憩中とのこと。どうするか問われた 

                           ので１２：００まで、八合小屋まで頑張ると 

                           伝えたが、この頃よりガスがバンバンと湧いて 

                           来た。富士山のホワイト・アウトの恐ろしさを 

                           十二分に分かっている私は、即下山を決定。と 

                           りあえず、３０００ｍ付近にいるＮの所に下る。 

                           そしてＩにも大声で下山を促した。Ｉはスキー

で                          で滑って来て合流した。これからどうするかだ 

                           が、とてもスキーが出来る視界がなかった。 
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                   Ｎさん 

   

 

                        ４．須走登山道約２５００ｍ付近 １２：２０ 

                          ３名でスキーを背負って下る。山スキーでスキー 

                          で下れない程、最悪な事はない。しかし、このホ 

                          ワイト・アウトは、一体何だ。兎に角、己の周囲 

                          ２～３ｍしか分からない。下を向いて雪上の足跡 

                          が辛うじて分かる位である。これだから富士山は 

                          怖い・恐ろしい・難しいのだ。 

                          しばらく下るとガスは少し薄くなった。何とか滑

る                         れそうなので、スキーを履く。ここからはサイコ

ー                         だった。程よいザラメが続く。各自、思い思いの 

                          シュプールを描いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ５．須走登山道約２１００ｍ付近 １２：５０ 

                      至福の滑りは、アッと言う間にお終い。それでも雪はかな

りり                    り繋がって、２１００ｍ付近まで滑れた。途中に休憩舎が 

                      あって、何人かのスキーヤ―がいた。 

                      スキーを背負い登山道を下ると、朝の道に出て簡単に駐車

場                     場に到着。時間は早かったが、富士山は相変わらず霧の中                            

                      だった。やっぱりこの山は午前中に滑り降りないと、「悪

魔                     魔のガス」に捕まる。もっと早い時間に上りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎさん、Ｉ君 

 

 

                                  ←↑ Ｋさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ６．駐車場 １３：２０ 

                      駐車場に着き、Ｋさんにメールを入れていたら、Ｋさんは    

                 降りて来た。ガスが晴れギリギリ滑れたようだ。Ｋさんと 

ここでお別れ。               とはここでお別れ。 

                      Ｋさんとは、数年前白馬で知り合った。何故かご縁があり 

                  今日までお付き合いが続いている。Ｋさんは毎年スキーの 

                      記録を纏めて送ってくれる。その記録集は、昨年で５冊に 

                      なった。毎年、これだけのものを発刊続けることは、物凄 

                     エネルギーを必要とする。今年も是非、頑張って発刊して 

貰いたいものです。 

須走口五合目    

    

    

    

    

    

    

    

    

                                                                                                                                                        朝の富士山 

    

 

 

 

 

 



生涯生涯生涯生涯１５００１５００１５００１５００回回回回登山登山登山登山にににについついついついてててて    

    

以前も書いたがこの記録は、登山回数で日数ではない。日帰りも１回、北アルプス冬山も一回、ヨーロッパ

アルプスも１回、ヒマラヤも一回で数えている。 

現在、山行記録を綴った大学ノートは３７冊。正式に残っている第１回登山は、１９６５年（昭和４０年）

４月の箱根・玄岳～熱海のかもしか山行。（注・１）これより以前もあるが、正式に残っていない。 

５００回は、１９８９年９月。１回から実に２４年掛かっている。年間平均２１回。月平均２回弱。昔は丹

沢に行くのに御殿場線の蒸気機関車で行った時代。（注・２）今と一回の登山のエネルギーが違った。 

１０００回は、２００１年８月。５００回から１２年。ちょうど５００回までの半分。時代は車社会になり

林道も整備され山は行き易くなった。 

１５００回は今回で２０１２年５月。１０００回から１１年だから、意外とペースは変わらない。最も１年

違いは、最低でも３０～４０回前後違うわけだから、１年短縮は大きい値だ。 

さあ、これで２０００回が王手だが、あと１０数年掛かるだろう。年齢では７○歳で、果たしてそこまで上

っているだろうか？？（笑） 

まあ、気長に・気楽に・気持ち良く続けて、是非達成したいものですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       ２０１２．０５．１２ 

                       富士山須走口 

                           生涯１５００回登山 

 

 

注・１ かもしか山行・・・・夕方出発して、夜通し歩く山行。眠くて堪らない。昔は結構やった。 

 ・２ 蒸気機関車・・・・・この経験のある方は、相当のベテラン。知っている人は少ない。兎に角、 

               時間が掛かった。岩波・富士岡駅には、「スイッチ・バック」と言う、 

               汽車に勢いをつけて上る線路があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


